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高速１号線等について

第21号議案
名古屋都市計画道路の変更

（1・4・5 高速１号線、1・4・６ 高速２号線、
3・１・２矢場町線）

第22号議案
名古屋都市計画駐車場の変更

（第10号若宮大通駐車場）

案件５
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● 鉄道施設
● 高速道路
● 一般道路
● 歩行者通路

名古屋駅周辺まちづくり構想 (平成26年9月策定)

リニア中央新幹線開業後のまちを見据え、多様な主体がまちづくりを

進めるための共通目標となる基本方針と具体的な取組

● まちづくり関連プロジェクト● 交通基盤関連プロジェクト

名古屋駅周辺交通基盤整備方針 (平成30年3月策定)

今後の整備内容を具体化するための方向性

案件５
〇 駅とのアクセス性の向上

〇 総合交通結節機能の強化

〇 ユニバーサルデザイン等
に基づく空間形成

リニア開業に向けた本市の取り組み 2



名古屋駅周辺の高速道路ネットワーク

名古屋駅

＜名古屋駅周辺の高速道路ネットワーク＞

充実した高速道路ネットワークを活かし

リニア効果を広域に波及

高速道路ネットワークが概成

名古屋駅と高速道路とのアクセス性の向上 3



名古屋高速道路の現状・課題
＜名古屋高速道路のネットワーク＞

高
速
４
号
東
海
線

高速５号万場線

名
古
屋
環
状
２
号
線

名駅 錦橋

名古屋南
ＪＣＴ

東海ＪＣＴ

飛島I.C

山王
ＪＣＴ

鶴舞南
ＪＣＴ

丸田町
ＪＣＴ

新洲崎
ＪＣＴ

東片端
ＪＣＴ

明道町
ＪＣＴ

高速都心
環状線

名古屋西
ＪＣＴ

高針
ＪＣＴ

上社
ＪＣＴ

楠ＪＣＴ

清洲ＪＣＴ

丸田町JCT(南)

明道町JCT(東)

鶴舞南JCT(西)

・都心環状線（時計回り）

・６ 本 の 放 射 路 線

〇 名古屋高速道路のネットワーク

〇 都心環状線の現状・課題

・都心環状線の合流部で渋滞が発生
南行き⇒東行き

西行き⇒南行き

出入口及び渡り線を追加し
ア ク セ ス 性 の 向 上

名古屋駅と高速道路とのアクセス性の向上 4



高速道路出入口及び渡り線の追加によるアクセス性の向上

栄出入口、西渡り線及び南渡り線の整備効果

＜名古屋高速道路のネットワーク＞ ＜名古屋駅と高速道路とのアクセス性向上の取り組み＞

・都心環状線の渋滞解消

・名古屋駅へのよりスムーズなアクセス性向上

・名古屋駅から中部国際空港を始めとする南方面への
アクセス性向上

・都心部における自動車の集中緩和
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鶴舞南
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新洲崎
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ＪＣＴ

明道町ＪＣＴ

高速都心
環状線

名古屋西
ＪＣＴ
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名古屋駅と高速道路とのアクセス性の向上 5

Ｒ１年度都市計画変更済

今回の都市計画変更案

出口

入口
栄出入口

西渡り線

南渡り線

丸田町JCT



栄出口栄出口

南行き
⇒東行き

西行き
⇒南行き
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案件５の都市計画変更

都市計画道路の変更
⇒栄出入口・西渡り線・南渡り線の追加

都市計画駐車場の変更
⇒駐車場出入口新設等



都市計画案の計画図（高速道路）
都市計画道路 高速１号線・高速２号線

凡例

：区域の追加
（高速１号線、高速２号線）

：既存の都市計画区域
（高速１号線、高速２号線）

都市計画変更案 8



都市計画案の計画図（駐車場）

凡例

：区域の追加
（若宮大通駐車場）

：既存の都市計画区域
（若宮大通駐車場）

都市計画変更案 9

駐車場名 変更内容 位置 面積

第１０号
若宮大通
駐車場

区域の追加
名古屋市中区大須三丁目
→名古屋市中区大須三丁目
及び大須四丁目

約10,000㎡
→約11,800㎡



栄出口栄出口



栄出口について

歩道に橋脚設置

若宮調節池

分流・合流間
の距離確保建築限界の確保

栄出口

計画内容（高速道路） 11

安全な
曲線半径



・平面街路の拡幅・信号運用の変更信号機の新設 ⇒栄・大須エリアへのスムーズなアクセス

栄出口周辺の交通処理について

計画内容（高速道路） 12

栄方面に向かう交通

信号機新設

信号運用
の変更

栄方面へ

大須方面へ

栄三

大須三

矢場町

矢場町



栄出口



栄入口について

久屋大通からの
利用が可能 本線及び南渡り線へ合流

建築限界の確保

計画内容（高速道路） 14



栄入口周辺の交通処理について

信号運用変更

道路標示
(直進から左折に変更）

若宮大通久屋(西） 若宮大通久屋(東）

一般道路の拡幅 ⇒栄入口へのスムーズなアクセス

栄入口

・信号運用等の変更

若宮大通公園

若宮大通公園若宮大通公園

計画内容（高速道路） 15



栄出口



西渡り線について

東新町入口から
西渡り線の進入不可

東新町入口
本線合流

栄出口の利用が可能

東山線の下を通過

西渡り線
本線分流

本線合流
栄出口へ

計画内容（高速道路） 17



栄出口



南渡り線の線形について

栄入口の建築限界
の確保

新設南渡り線の
本線合流位置

本線への合流位置を離し、
安全かつスムーズな本線合流

既設南渡り線の
本線合流位置

高速本線の上を通過

合流の視距確保

既設本線合流

本線合流

計画内容（高速道路） 19



歩道に橋脚を設置



若宮大通駐車場について

名古屋高速道路
栄出口の設置

南側駐車場
出入口の閉鎖

計画内容（駐車場） 21



若宮大通駐車場について

入口の新設

出口の新設

エレベーター
の新設

計画内容（駐車場） 22



西渡り線の整備効果

現状のルート

整備後のルート

名古屋駅へのアクセス性向上

効果

〇 短縮効果
距離：約２km
時間：約２分

整備効果 23

現況の渋滞箇所

丸田町JCT(南)

鶴舞南JCT(西)

新洲崎出口

西渡り線 3,700台/日

西渡り線



現状のルート

整備後のルート

名古屋駅から中部国際空港
南方面へのアクセス性向上

効果

南渡り線の整備効果

〇 短縮効果
距離：約２km
時間：約２分

整備効果 24

現況の渋滞箇所

明道町JCT(東)

南渡り線

新洲崎入口

南渡り線 5,300台/日



整備効果 25

渋滞箇所における交通量の変化

丸田町JCT(南)

鶴舞南JCT(西)

転換

明道町JCT(東)

転換

現況の渋滞箇所

59,000台/日 H30現況

55,000台/日 R9整備あり

65,000台/日 H30現況

62,000台/日 R9整備あり

61,000台/日 H30現況

60,000台/日 R9整備あり

59,000台/日 R9整備なし

66,000台/日 R9整備なし

64,000台/日 R9整備なし

（▲4,000台/日）

（▲4,000台/日）

（▲4,000台/日）



栄出口の整備効果

整備効果 26

東新町出口

東別院出口

吹上西出口

都心部における自動車の集中緩和
（平面街路の混雑緩和）

栄・大須エリアの利便性向上

西渡り線

現状のルート

整備後のルート

効果

栄出口

栄エリア

大須エリア

10,100台/日 H30現況

10,100台/日 R9整備あり
― H30現況
― R9整備なし

4,800台/日 R9整備あり

（▲900台/日）

（＋4,800台/日）

8,700台/日 H30現況

8,100台/日 R9整備あり

（▲1,500台/日）

4,400台/日 H30現況

2,300台/日 R9整備あり

（▲1,600台/日）

11,000台/日 R9整備なし

3,900台/日 R9整備なし
9,600台/日 R9整備なし

東新町出口

吹上西出口

東別院出口



一般道路の混雑緩和

（▲12千台キロ/日）

整備なし：423千台キロ/日

整備あり：411千台キロ/日

※走行台キロ：自動車走行距離（交通量×延長）
の総和で、道路交通需要を示す

整備効果 27

交通量の変化（Ｒ９年度）
整備ありー整備なし

若宮大通 ▲2,000台/日以上

錦通 ▲2,000台/日以上

広小路通 ▲500~1,000台/日

東新町出口

東新町入口

吹上西出口

吹上西入口

栄入口

栄出口

走行台キロの変化（Ｒ９年度）



丸田町JCT（北）断面

環境予測 28

騒音

大気質

振動



丸田町JCT（西）断面

環境予測 29



丸田町JCT（南）断面

環境予測 30



今後のスケジュール（予定） 31

都市計画手続き
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※予定スケジュールであり、今後変更することがあります
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意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.1 32



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.3 33



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.4 34



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.5 35



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.6 36



意見書で提案された吹上Ｕターン案

今回の丸田町ＪＣＴの「南渡り線」および
「西渡り線」の建設を中止し、現在ある
「東渡り線」を活用して千種区の吹上交差
点手前付近で「Ｕターン」させる道路を建
設し、既存の丸田町ＪＣＴ「南渡り線」を
通行させる。（吹上公園も活用し、最高速
度40Km/Hで走行できる半径50ｍを確保し
たＵターン道路とする）

意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 37



意見書で提案された吹上Ｕターン案
【現状の計画と比較してのメリット】
① 建設費を安価にできる。
② 歩道上に柱を建設する必要がなくなる。
③ 日照権・電波妨害・騒音低減や見晴らしも確保できる。
④ 現状よりスムーズな通行ができ、定時性・速達性が確保できる。
⑤ 全国に対して「ナゴヤ走り」等の悪評が避けられる。
⑥ 丸田町JCTでの合流が既存の１箇所となり、事故防止および渋滞が低減できる。
⑦ 補償も、極小となると想定でき、長いスパンでみれば非常に安価となる。
⑧ 車両落下事故による、歩行者・自転車運転者の巻き添えが防止でき、

更に地域住民の災害や建造物の破損防止ができる。
⑨ 空港線の歩道上ではなく、若宮大道の車道上に建設することから、

丸田町地区の地域住民の環境悪化（３６５日２４時間）がなくなる。
⑩ 東新町ＩＣ乗り入れた車両も、西行きの東山線を利用することができ、

更なる丸田町ＪＣＴの南側の渋滞回避が可能となる。

【現状の計画と比較してのデメリット】
① 現状の計画より走行距離が２km程度増加する。

⇒走行経路は運転者の経験値によるところが大きい。また、東新町ＩＣから
乗り入れ、東山線西行きに向かう車両については、走行距離は変わらない。

② 60Km/H定速走行した場合、２分程度増加する。
⇒現在の渋滞に伴う通過時間と比較すれば、１０分以上の短縮が望める

意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 38



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.6 39



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.8 40



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.9 41



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.10 42



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.11 43



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.12 44



意見書の要旨及び都市計画決定権者の見解 P.13 45


